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１．概　要

 　深層混合処理工法の室内配合試験において，セメント改良土の材令 28 日における一軸圧縮強さの概略

値を早期材令の強度から予測したい場合がある。本報告では，こうした時のために，促進養生試験と養生

温度・期間を変数とした強度式を組合わせた強度予測法を提案している。

２．既往の方法

　セメント改良土の材令28日の強度quを早期材令Tcから予測する方法として次のものがある。

1) 室温20℃で標準養生した供試体の早期材令Tc=1～7日時のquをlogTc～qu上にプロットし，そのプロット

を外挿して材令28日のquを予測する。

2) 養生温度40～70℃で1日程度養生した供試体のquから室温20℃，材令28日におけるquを予測する。1),2)

しかし，これらの方法では以下のような問題点がある。

1)の場合には，予測の精度上，少なくとも材令7日程度まで養生した供試体のquの値が必要となる。した

がって，予測に日数を要する。2)の場合には促進養生した供試体のquと室温20℃，材令28日におけるquの関

係が事前に得られている必要があることと，対象とする土の改良土に限定したときの予測法としては精度

が悪いことである。

３．提案する方法

　提案する方法の手順は次の通りである。

1) 養生温度 40～60℃程度の促進養生を材令 Tc=1～

3日行う。

2) 下式(1)に基づく M を計算し，1)の試験結果から

強度式(2)の a，b を決定する。3)室温 20℃，材令

28日の M（=23・28）を(2)の強度式に代入し，予

測値 quを得る。

M＝２ 10

10+t

×Tc　　　　　　　　(1)

qu＝a（logM）＋ｂ　　　　　　　(2)

ここに，t：養生温度（℃）
　　　　Tc：材令（日）
　　　　a，b：定数

(1)式は Rastrup（1954）3)によって提案されたもので

あり 4)，(2)式への展開・応用はMETCALF(1963)4)，馬場崎ら（1981）5)によってなされている。

４．強度式および予測の検証

　表－1に著者らの既往の実験データ 6)を示す。これらのデータを基にした logM～改良土の qu関係を図－

1，2 に示す。M の計算で用いた養生温度 t℃は 20，30，40，50℃，材令 Tc は 1，3，7，28 日である。回

帰式による計算値と実測値との相関は満足できるものであり，強度式として(2)式は妥当であるといえる。

そこで，養生温度を 20℃より高い温度で促進養生した供試体の早期材令 1～3 日時の quのデータのみから

室温 20℃，材令 28日時の改良土の quを予測した。表－2はその結果である。
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注）Nセメント：普通ポルトランドセメント
　　BBセメント：高炉 B種セメント

表－1　養生温度に対する改良土の一軸圧縮強さ

材令
Tc=1日 Tc=3日 Tc=7日 Tc=28日

20 0.80 2.55 3.24 4.07
30 2.06 3.04 3.74 4.72
40 2.73 3.55 4.15 5.65
50 3.26 4.12 4.75 6.76
20 0.47 2.23 3.70 5.91
30 2.12 3.91 5.18 6.61
40 3.63 5.23 6.14 7.82
50 4.55 6.00 6.90 8.72
20 0.32 0.96 1.57 2.60
30 0.70 1.40 2.18 3.31
40 1.18 1.98 2.72 3.78
50 1.73 2.64 3.41 4.66
20 0.35 1.29 2.62 4.81
30 1.03 2.36 4.03 5.25
40 1.88 3.70 4.86 6.65
50 2.89 4.68 5.87 7.59
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　同表より室温 20℃，50℃，材令 1日，3日の組合わせの 4個の改良土の quデータを用いて室温 20℃，材

令 28 日の改良土の quを予測したもののフィッティングが一番良い結果になっている。また，室温 20℃，

50℃，材令 1日の組合わせの 2個の改良土の quのデータからの予測は，室温 20℃，材令 1～7日の組合わ

せの 2～3 個の改良土の quのデータからの予測（既往の方法の 1)に同じ）と同程度である。したがって，

今回の検討では，材令 28日の改良土の quの概略値を予測するには室温 20℃，50℃，材令 1～3日の組合わ

せの 2～4個の改良土の quを用いるのがよいと判断される。

５．促進養生試験

　コンクリートにおける促進試験としては「温水法(55℃)によるコンクリートの促進養生試験方法

（案）」がある 7)。しかし，この試験法ではφ10×20cmの供試体を用いていることや温水の温度を 55℃に

規定していることから，改良土にこの試験法をそのまま適用しにくい。もう少しデータを蓄積した上で改

良土に対してコンクリートと同様な促進試験法のマニュアル化が必要と考えられる。

６．まとめ

　セメント改良土の材令 28日での強度を早期材令時の強度から予測する方法を提案した。この方法を室内

配合試験の予備試験に用い，対象土に対する改良材の効果を早期に予測したり，本実験においても，早期

材令の quから材令 28日の quの精度のよい予測に用いることができる。

qu = 3.2146(logM)- 2.8379
R2 = 0.990

qu= 1.8424(logM) - 1.5755
R2 = 0.991
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図－2　Mと改良土の一軸圧縮強さ quの関係（大阪港粘土）
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図－1　Mと改良土の一軸圧縮強さ quの関係（横浜港粘土）
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注）Nセメント：普通ポルトランドセメント　BBセメント：高炉 B種セメント

表－2　室温 20℃,材令 28日時の改良土の quの予測

Tc=1,3日 Tc=1,7日 Tc=1,3,7日 Tc=1日 Tc=1,3日 Tc=1日 Tc=1,3日 Tc=1日 Tc=1,3日

6.09 4.98 5.14 6.83 5.15 5.44 4.70 4.75 4.45
20 (1.5) (1.2) (1.3) (1.7) (1.3) (1.3) (1.2) (1.2) (1.1)

5.82 6.01 5.98 8.39 6.67 8.06 6.98 7.00 6.44
30 (1.0) (1.0) (1.0) (1.4) (1.1) (1.4) (1.2) (1.2) (1.1)

2.26 2.45 2.43 2.11 2.32 2.37 2.50 2.58 2.69
20 (0.9) (0.9) (0.9) (0.8) (0.9) (0.9) (1.0) (1.0) (1.0)

3.21 4.23 4.08 3.60 3.94 4.03 4.65 4.42 4.72
30 (0.7) (0.9) (0.8) (0.7) (0.8) (0.8) (1.0) (0.9) (1.0)

0.7～1.5 0.9～1.2 0.8～1.3 0.7～1.7 0.8～1.3 0.8～1.4 1.0～1.2 0.9～1.2 1.0～1.1

qu28（t=20℃）=4.81MPa（実測値）
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